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繍機を使い、フェザーテキスタイルを量産化する技術。羽根の芯
を収納芯地の間にある綿の間に入れ固定し、段にして縫うことで美し
いテキスタイルが出来上がる。
　鶏の羽根はソフトで軽く、温かいが硬い芯がある。このため、これ
までテキスタイルにはできなかった。これを芯の中心で縦に半割して
芯をなくしてテキスタイル生地とし、さらにグランド生地と水溶性の

不織布との間にこの羽根を挟み、刺繍機で縫製、後から不織布を洗い流し、ブラッシングすることで、縫っ
た糸は羽根の中に入り、美しいフェザーテックスが出来上がる。
　従来は羽根でモノを作るには手作り以外になかった。このため、割高にならざるを得ず、そのうえ、
良品はできなかった。刺繍機で羽根全体をバイヤス縫いで繰り返し重ねながら自動で縫製することで、
１反50～100ｍのフェザーテックスの原反が作製できる。出来上がった羽根の原反は羽根がちぎれても
抜けることがなく、商品に合わせて染色もできる。製品としてはウエディングドレス、ジャケット、カ
バン、ブーツなどがある。
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